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○組合の提言は将来的に検討の余地はあるものの、現時点では課題が多いため、

前回のダイヤ改正にて、乗務員を八戸運輸区へ、営業所を駅に変更した。 

○営業所は、地方ローカル線の収支改善として、運行、営業、メンテナンスを一

元管理とするために発足した。今後のあり方は、エリアで異なるため地方で議

論していく。 

○駅業務委託の前提は「エルダー社員の雇用の場の確保」ということに変わり

はない。同時に、将来的に委託駅を運営していくためにプロパー社員の育成も

おこなっていく必要がある。 

○今後１０年間で約５７００名(営業職のみ)が退職 

する。かなりの数の雇用の場の確保を、スピード感 

を持ってやっていかなければならない。 

○出向は、指導、人材育成、安全レベルの維持の観 

点があり、委託した駅がレベルを落とさず運営する 

ためにおこなう。 


